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11 時 0 分から 20 時 0 分まで 無し

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携
関係機関と情報共有しながら連携を図り、課題や支援の方向性など、
児童の成長を包括的にサポートしていく

職員の質の向上
外部・内部の研修や事業所内でも勉強会を行ない、専門的な知識を学び、
児童の特性の理解を深め、支援の質の向上に努める

主な行事等 母の日・父の日製作、七夕、夏祭り、長期休みの課外活動、ハロウィン等

集中力を高める、語彙を増やす、人との関わりの向上を目指していく。
・あいさつ　　・言葉遊び　　・感情について回答、言葉で説明、自分から対処、言語で表現
・ごっこ遊び　・SST

対人関係を学ぶ、社会性が身につくように支援していく。
・対人ゲーム（オセロ、マンカラ・カラハ）　・カードゲーム（トランプ、UNO）、ボードゲーム（人生ゲーム、モノポリー）
・実験　　・SST　　・他者との交流　　・マナー

家族支援
連絡アプリや面談等で保護者の悩み事に寄り添い、いつでも相談できる
場所があるという安心感をもって子育てができるようにサポートしていく

移行支援 児童のニーズに合わせて、他の事業所への移行や進学に繋げていく

本
人
支
援

支　援　内　容

挑戦する気持ちを育てる、興味の幅を広げる、活動の切り替え、学習への取り組みを促す。
・SSTを通して自分について知る　　・インターネットでの情報取得：（必要な情報をみつける）（公共交通機関を使う）
・感情について回答、言葉で説明、自分から対処、言語で表現　　・学習活動（すらら、プログラミング、プリント学習、インターネット学習）　・お金の学習

手先の巧緻性を高める、創造力を育む、身体能力を高められるように支援をしていく。
・バランスストーン　　・工作　　・職業訓練的内容（調理、軽作業、お手伝い）　　・掲示物制作
・キーボード入力　　　・スポーツゲーム（卓球や風船バレー、キャッチボール等）

文章を読み取る、集中力を高める、形の構成力が身につくように支援をしていく。
・コンピュータースキル　　・プログラミング　　・つみき　　・ルールのある遊び
・気持ちの整理　　・集中する　　・複数の手順に沿って活動

法人（事業所）理念
子どもたちが本来持っている才能、良いことろを見いだし、できる限り伸ばし、一人ひとりの自己肯定感を高める。そのために、自分で考え、達成し、初認されるというプロセスを大切
にします。

支援方針 個別で一人ひとりのニーズに合わせた支援を行ない、個性や持てる力を発揮するための下支えとなる自己肯定感を育んでいく

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 How nice! 支援プログラム（参考様式） 作成日


